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※本実践は文部科学省研究開発学校指定の研究活動の一部として、2024年度の実践をまとめたものです。

１．小学部「生活科」 単元名「まちたんけんをしよう」

（１）単元概要

（２）指導の流れ

〈他教科との関連〉

まち探検という総合的な活動の中で、❶集団で
安全に行動する、❷働いている人に質問をすると
いう２つ軸となる活動を設定しました。
それぞれ、体育で学んできた「集団行動」や、

国語で学んできた「言葉と動きで相手に伝える」
学習を関連させました。国語、体育で身につけた
見方・考え方を生活科の中で生かすことで、目標
の達成を支援できるよう指導を工夫しました。

〈他教科との関連〉

〈他教科との関連〉

修学旅行（長崎）を軸に学習を展開しまし
た。国語では外来語や方言について調べた
り、説明文で訪問先に関する学習を深めた
りしました。家庭では長崎の他、各地の郷土
料理を調べ、給食のメニューとして実際に食
す体験も行いました。
修学旅行の事前学習として実施すること
で心理的に「身近な地域」として学習を展
開することができました。

２．中学部「社会科」 単元名「身近な地域の交通の様子」

３．高等部「社会科」 単元名「眼鏡橋と飯田橋」
～水害を減らす工夫～

学習形態 授業時数 実施時期

3・4年 12時間 9月・1０月

（１）単元概要

（２）指導の流れ

学習形態 授業時数 実施時期

縦割りグループ第２班 １２時間 ５月～６月

次 1 2 3

小
単
元
名

活
動
内
容

・駅の中にある設備やマー
クの名前を確認する。
・東京駅と後楽園駅の広
さ、人の多さなどを予想す
る。

・後楽園駅と東京駅に行って、予想した
ことを調べる。

・後楽園駅と東京駅で調べ
てきたことをまとめて、結果を
比べる。
・行先によって使う駅や乗り
物を考える。

（１）単元概要

（２）指導の流れ

学習形態 授業時数 実施時期

2年 ６時間 1０月～１１月

次 １ 2

小
単
元
名

都市の水害対策 眼鏡橋ってどんな橋？

活
動
内
容

・都市部での水害発生の背景と行
政が取り組んでいる対策について
写真や動画資料から知る。
・飯田橋周辺の分水路を見学する。

➤簡易模型やフィールドワークで体
験的に水害対策を理解できるよう
工夫。

・眼鏡橋の歴史や構造を知る。
・長崎大水害の被害を知る。
・壊れた眼鏡橋はどのように再建されたか資料から考える。

➤模型（アーチ構造、分水路）を使った実験的な学習と同時
に、複数の資料の中から必要な情報を集める技能をねらっ
た授業を展開。資料から自分が読み取れそうなものを選択し
て、情報を集め、眼鏡橋について学習できるようにした。

本教科
家庭国語

文責：田上幸太

文責：飛田真里

文責：田中麻衣

・世界遺産
・世界の宗教
・ペンギン
・外来語
・方言
・平和学習

・郷土料理（全国）
・郷土料理（長崎）
・郷土の菓子
・食文化、マナー

修学旅行

・世界遺産（長崎県）
・南蛮文化
・海外との交易（江戸時代）

次 １ 2 3 4

小
単
元
名

まちをたんけんしよう！ まちたんけんに行こう① まちたんけんに行こう② 地図にまとめよう！

活
動
内
容

学校周辺の地域を歩
き、店や施設について
学ぶことを知る。近所
のパン屋を訪問し、パ
ンを購入し、お店の人
に質問し、答えてもらう。
➤初回は関心の高いお店を設定。

１次の学習を踏まえ、牛
坂・安藤坂周辺を観察
する。牛天神、セブンイレ
ブン等を見学し、働いて
いる方に事前に準備し
た質問をする。
➤教員は質問支援、回答書留め。

３次では冨坂周辺を観
察する。坂道の看板をみ
んなで読む。公園、東京
メトロ後楽園駅を訪問し、
駅の見学、駅員に事前
に準備した質問をする。
➤教員は看板に着目できるよう促す。

見学した店や公共施
設について、白地図に
建物模型(スポンジ)
を貼り、学校との位置
関係を確かめる。ジオ
ラマ化してまとめる。
➤実際に辿った道を地図で確認。

理科

・問題解決能力育成につな
がる学び方

比較する
予想する

調べる（観察する）

まとめる

・見方・考え方


